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番号 
受理年月日 件      名 請 願 者 紹 介 議 員 要             旨 所管委員会 

１ 平成３０年

１１月２６日 

亀岡市の中学校にお

いて、安全で、温かく、

おいしい、全員喫食の

給食を、早急に実施す

ることを求める請願 

亀岡市余部町上条１３  

亀岡教育会館内 

 

亀岡市の中学校給食の実現

をめざす会 

代表 国府 優 

 

ほか５名 

馬場  隆 

田中  豊 

並河 愛子 

（請願の要旨） 

亀岡市の中学校において、安全で、温かく、おいしい、

全員喫食の給食を、早急に実施してください。 

  

（請願の理由） 

学校給食は、子どもたちに栄養のバランスの取れた食

事を提供することで、心身ともに子どもたちの健やかな

成長を支えるものです。社会状況の変化に伴い、子ども

たちの食の乱れや健康への影響が見られることから、学

校は食育を進めていく場としての大きな役割を担って

います。亀岡市においても、「亀岡市中学校給食のあり

方検討委員会」が平成２８年に実施したアンケートによ

ると、朝食を毎日食べる中学生の割合は７８．５％で、

これは全国平均の８８．６％と比較してもかなり低い結

果が報告されており、亀岡市における中学校給食の実施

は待ったなしの状況です。 

全国的にも多くの自治体で中学校給食を実施してお

り、京都府下においても近年、お隣の南丹市をはじめほ

とんどの自治体が中学校給食をすでに実施、もしくは実

施計画を持っています。このままでは亀岡市が一番遅れ

た自治体になってしまいます。 

現在、亀岡市では、選択制デリバリー弁当方式の試行

が一部中学校で行われていますが、これは給食ではな

く、しかも極めて低い利用率となっています。私たちは

この方式の全中学校への拡大ではなく、すべての中学生

を対象に、安全で、温かく、おいしい給食を早急に実施

することが必要だと考えます。 

以上の趣旨にもとづき、亀岡市の中学校において、安

全で温かくおいしい全員喫食の給食を早急に実施する

ために請願します。 

 

地方自治法第１２４条の規定により、上記のとおり請

願書を提出します。 

総務文教 

常任委員会 

 


